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李
朝
末
期
の
民
衆
像
を
知
る
格
好
の
テ
キ
ス
ト

韓
流
フ
ァ
ン
必
読
！ 

大
河
小
説『
土
地
』を
読
む

領
土
問
題
な
ど
で
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
日
韓
関
係
だ
が
、

そ
れ
で
も「
韓
流
ブ
ー
ム
」で
根
づい
た
韓
国・朝
鮮
文
化
へ
の
関
心
は
変
わ
ら
ず
に
あ
る
。

韓
流
ド
ラ
マ
や
映
画
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
も
っ
と
深
く
知
る
た
め
の
格
好
の
小
説
が『
土ト

ジ地
』（
全
六
巻
、講
談
社
）だ
。

金キ
ム

正ジ
ョ
ン

出チ
ル
さ
ん（
監
修
者
）、金キ

ム

容ヨ
ン

権ゴ
ン
さ
ん（
訳
者
）、河
田
宏
さ
ん（
近
代
韓
国
朝
鮮
史
研
究
家
）に

大
河
小
説『
土
地
』に
つい
て
語
って
も
らっ
た
。
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五
年
に
文
壇
の
大
御
所
・
金キ

ム
ト
ン
ニ

東
里
（
一
九
一
三
〜
九
五
）
の
推
薦

を
受
け
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
韓
国
に
お
け
る
デ
ビ
ュ
ー
は

一
九
八
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
、
大
御
所
の
後
押
し
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
現
在
も
こ
の
影
響
は
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
以
後
、『
不

信
時
代
』『
金
薬
局
の
娘
た
ち
』『
市
場
と
戦
争
』『
波
市
』（
一

九
五
七
〜
六
五
年
）
な
ど
多
く
の
秀
作
を
発
表
し
ま
す

し
か
し
な
に
よ
り
も
、
彼
女
の
筆
力
は
多
く
の
読
者
を
得
て
、

崔チ
ェ
チ
ャ
ム
パ
ン

参
判
家
三
代
の
盛
衰
を
描
い
た
『
土
地
』
全
五
部
作
が
、

韓
国
文
学
史
に
燦
然
と
屹
立
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
〇
八

年
五
月
、
肺
癌
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

金
容
権　
作
品
は
大
部
で
あ
る
と
同
時
に
、
方
言
、
卑
語
、
俗

語
な
ど
が
多
く
、
金
正
出
さ
ん
の
助
け
を
借
り
て
、
や
っ
と
翻

訳
で
き
た
の
で
す
が
、
ま
だ
不
満
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
全

体
で
五
部
か
ら
な
る
『
土
地
』
は
、
日
清
戦
争
か
ら
ま
も
な
い

一
八
九
七
年
か
ら
日
本
の
植
民
地
統
治
、
そ
し
て
一
九
四
五
年

八
月
十
五
日
の
光
復
（
解
放
）
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
、
慶
尚

南
道
河ハ
ド
ン東
の
地
主
階
級
（
両ヤ

ン
バ
ン班

）
だ
っ
た
崔
氏
一
族
の
家
族
史

を
中
心
に
三
百
人
に
も
及
ぶ
登
場
人
物
を
通
じ
て
描
い
て
い
ま

す
。
生
前
、
朴
景
利
は
常
々
、
こ
の
本
は
一
番
に
韓
国
人
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
次
に
は
日
本
人
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
、
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
舞
台
と
な
っ
た

日
本
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い

金
正
出　
彼
女
の
名
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
期
に
日
本
で
も
少

し
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
小
説
家
と
し
て
で
は
な
く
、

詩
人
・
金キ
ム
ジ
ハ
芝
河
の
義
理
の
母
と
し
て
で
す
。
彼
に
対
す
る
公
判

の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
は
、
し
ば
し
ば
傍
聴
席
に
彼
女
の
娘
・

玲ヨ
ン
ジ
ュ珠

と
朴
景
利
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
で
す
よ
ね
。
朴
景

利
の
た
だ
一
人
の
娘
婿
な
ん
で
す
か
ら
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
私
が
小
説
家
の
彼
女
の
名
を
知
っ
た
の

は
、
一
九
七
六
年
に
日
本
語
訳
さ
れ
た
『
現
代
韓
国
文
学
選

集
』
第
二
巻
（
冬
樹
社
）
に
収
録
さ
れ
た
長
編
『
金キ

ム
ヤ
ㇰ
ク

薬
局
の
娘

た
ち
』
を
興
味
深
く
読
ん
だ
と
き
か
ら
で
す
。

年
譜
ふ
う
に
言
え
ば
、
朴
景
利
は
一
九
二
六
年
十
月
、
慶
尚

南
道
忠チ
ュ
ン
ム武

（
現

在
の
統ト

ン
ヨ
ン営
市
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

四
五
年
、
晋チ
ン
ジ
ュ州

高
等
女
学
校
卒

業
後
、
教
員
な

ど
を
経
て
、
五

産
ま
れ
た
の
が
『
土
地
』
だ
っ
た
の
で
す
」
と
別
の
著
書
に
述

べ
て
い
ま
す
。

『
土
地
』
は
、
朴
景
利
が
一
九
六
九
年
に
起
稿
し
、
九
四
年
に

完
結
さ
せ
た
、
韓
国
文
学
に
と
っ
て
も
稀
に
み
る
大
河
小
説
・

国
民
文
学
（
韓
国
で
は
二
百
万
部
を
超
す
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
）。
今
回
翻

訳
さ
れ
た
の
は
、
完
全
版
を
六
分
の
一
程
度
に
縮
め
た
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
で
す
が
、
著
者
が
ま
え
が
き
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に

二
十
五
刷
以
上
を
数
え
、
完
全
版
に
劣
ら
ず
た
い
へ
ん
な
人
気

を
博
し
て
い
ま
す
。
監
修
者
・
金
正
出
さ
ん
は
、『
土
地
』
の

日
本
語
訳
の
校
閲
・
監
修
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
が
、『
土
地
』

と
の
出
会
い
と
著
者
の
履
歴
な
ど
簡
単
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
部　
『
土
地
』
第
一
巻
の
帯
に
作
家
・
金キ
ム
ソ
ㇰ
ポ
ム

石
範
氏
が
、「
儒

教
封
建
社
会
の
圧
殺
の
な
か
で
育
ま
れ
た
〝
沃
土
〞
を
糧
に
、

韓
国
の
女
語
り
部
・
朴パ
ク
キ
ョ
ン
ニ

景
利
が
壮
大
な
民
衆
史
を
紡
ぎ
、
民
族

の
恨ハ
ン
を
解
く
大
河
小
説
」
と
推
薦
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
朴
景

利
（
九
十
ペ
ー
ジ
写
真
）
自
身
は
『
土
地
』
の
生
み
の
苦
し
み
に

つ
い
て
、「
言
葉
の
も
つ
皮
相
的
な
属
性
を
い
ま
こ
の
瞬
間
で

も
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
言
葉
は
、
真
実
に
け
っ
し
て
辿
り

着
け
な
い
と
い
う
い
ら
だ
ち
が
あ
っ
て
も
。
し
か
し
私
た
ち
は

そ
れ
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
文
学
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
頃
私
は
、
言
葉
を
拒
否
し
、
あ
き
ら
め

て
、
極
限
的
な
孤
独
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
や
が
て
そ
こ
か
ら
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